
様式第３号（第１２条関係） 

審議会等の会議の記録 

 

会議の名称 人権教育・啓発の推進に関する伊勢崎市基本計画推進協議会 

開催日時 令和２年７月１０日～令和２年７月１７日 

開催場所  ― 

出席者氏名 

【委員】 

細井委員、髙橋委員、吉田委員、阿佐見委員、竹田委員、中田委員、設楽委員、行

方委員、栗原委員、齋藤委員、菊池委員、関川委員、人見委員 

【事務局】 

田部井市民部副部長兼人権課長、市江主査、小野里主事、羽生田人権啓発指導員 

傍聴人数  ― 

会議の議題 
１ 会長、副会長の選出について 

２ 令和元年度推進状況報告・令和２年度事業計画について 

会議資料の内容 

１ 令和元年度推進状況報告・令和２年度事業計画 

２ 令和２年度事業計画パワーポイント資料 

３ 承認書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議における議

事の経過及び発

言の要旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、議事について各委員に文書を送付し、

協議しました。 

 

１ 会長、副会長の選出について 

会長は細井委員、副会長は髙橋委員が就任。 

 

２ 令和元年度推進状況報告・令和２年度事業計画について 

議事は承認されました。なお、委員から次のとおり意見が提出され、回答いたしま

した。 

 

（委 員） 

今年はコロナウイルスによる影響が深刻化していますが市政の方にはどのような

相談が来ているのでしょうか。女性や子供など弱者と言われる側の補助をしっか

り考えなくてはならないと考えます。経済の低迷期ほど一層手厚く支援を考えな

くてはならないと思います。一人一人の人権を守り、明るい日々を過してほしいも

のです。 

（事務局） 

ご質問につきまして、現時点では１件の相談を確認しております。相談内容の要旨

は、「コロナウイルス感染症への認識不足による会社からの人権侵害」です。 

 

（委 員） 

児童虐待について 
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事の経過及び発
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昨年、市内の幼保連携型こども園に入園したお子さんと担任の先生とのことで、困

っているという話を聞きました。先生が何につけてその子を叱るそうです。3才児

で少しやんちゃな男の子ですが、保育園に行くのを嫌がるようになり、誰に相談し

ていいのかわからず転園を考えていたところ、コロナで休園になり、新年度にな

り、先生がかわったので元気に通っているそうですが、2人目のお子さんは同じ思

いをさせたくないので、他の園を見つけているそうです。 

・先生は園児にもっと配慮してほしい。 

・困った時の相談先はあるのですか。 

（担当課） 

保育園でのトラブルについては、①こども保育課への相談②子育て支援課の子

育て相談係への相談（子ども家庭相談支援センター）③各保育施設に設置されてい

る苦情・要望等に係る窓口への相談の方法があります。 

 こども保育課にご相談をいただいた場合、まずは、相談内容の事実確認と、集団

生活の状況について、保育施設から聞き取りをさせていただきます。匿名での相談

や、匿名扱いを希望する場合には、保育施設と保護者の信頼関係に配慮しつつ聞き

取りを行います。 

 集団生活の方法や保育方針等については、利用される保育施設やクラス年齢に

よって異なりますが、聞き取りによって保育施設側の不注意や配慮不足が確認さ

れた場合には、保護者への理解が得られるような保育を行うように、施設長に指導

をしております。 

特に、保育施設の職員が、児童の生活状況や発育に関する注意等を行う場合に

は、保育施設側の行った注意の内容について、保護者のご理解が得られるような丁

寧な説明を行うことで、保護者と保育施設との相互理解を深めつつ児童の保育に

当たられるよう、保育施設にお伝えしております。 

なお、子育て支援課の子育て相談係を通じて、上記のような相談をいただいても

構いません。 

また、各保育施設には、保育士教諭の態度や施設の保育内容についての苦情・要

望等に係る窓口が設置されておりますので、入園手続きの際に施設から渡された

重要事項説明書等を一度ご確認下さい。 

 

（委 員） 

人権教育は大切な事です。特に相手の事を理解する。周囲の環境等に気を配り、理

解する。細かい所を問題にする事も大切な事ですが、もう少し大きな目を持って対

処して行かないと安らぐ場所がなくなり、殺伐として住みにくくなってしまう。周

りの人を認めあえる社会の構築を進めてもらいたい。 

（担当課） 

学校においては、単に知識理解を深めるだけでなく、自分や他の人の大切さに気付

かせ、思いやりや生命を尊重する資質、能力を育むよう人権教育を充実させていき

ます。 

 


